
学びのデザインシート（授業前）                      

主体的・対話的で深い学びを実現する授業構想【理科／生物】 

                             

１．対象（実施を想定する学校・生徒の実態の概要） 

    ２年理系の物理選択者の集団である。ほぼ全ての生徒が４年制の大学への進学を希望している。

工学系、理学系が大半であるが、医療系(看護・理学療法・臨床検査 等)に進む者も少数であるが含

まれている。センター試験を含め受験に生物を使うことはないが、科学全般に対して興味が深く生

物の授業にも真剣に取り組んでいる。討議の機会を与えれば、積極的に意見交換のできる生徒達で

ある。 

２．単元名「神経とホルモンによる調節」（全７時間） 

３．単元目標  

生物の体内環境の維持について観察、実験などを通して探求し、生物には体内環境を維持す   

るしくみがあることを理解させ、体内環境の維持と健康の関係について認識させる。 

４．本時の目標 

   ・糖尿病には２つのタイプがあることを知る。また、Ⅰ型、Ⅱ型糖尿病について、それぞれが起こ

る原因をインスリンのはたらくしくみと関連して理解する。 

・材料をもとに、若年性の糖尿病が増加している原因について意見を出し合う。 

・自分自身の生活習慣を振り返り、生涯にわたり健康的な生活を送ろうとする意識を高める。 

 

５．授業展開 

解決したい課題や問い 

糖尿病にはどのようなタイプがあるでしょうか。若年性の糖尿病が増加している理由は何でしょうか。

糖尿病にならないために、どのようなことに気をつけて生活していく必要があるでしょうか。 

 
考えるための材料Ａ 考えるための材料Ｂ 考えるための材料Ｃ 

ペットシュガー 

各班に５ｇのものを１本わた

す。全身を流れる血液中のグルコ

ースの量を計算する。 

血液中のグルコースの総量は

少ないが、肝臓などの貯蔵システ

ムとホルモン、自律神経の協調に

より、一定濃度を保つことができ

るということを理解させる。 

 

食事前後の血糖濃度と、血液中の

インスリン濃度を示すグラフ。 

①健常者、②Ⅰ型糖尿病患者、③

Ⅱ型糖尿病患者のもの。 

中学生、高校生に若年性糖尿病が

増えているという記事。 

 

「ペットボトル症」という用語。 

 

500ｍＬのコーラ 

500ｍＬのスポーツドリンク 

 

各種清涼飲料水の含有糖分を示

す画像 

 

想定される活動 想定される活動 想定される活動 

全身を流れているグルコース

の総量が、かなり少ないことに気

がつく。   

糖尿病には２つのタイプがあ

ることに気がつく。特に、糖尿病

はすべてインスリンの分泌不足

によるものと考えている可能性

が高いので、インスリンが分泌さ

れていても糖尿病を発症するこ

とがあるということが大きな気

づきになる。 

従来は生活習慣による成人病

の代表例であった糖尿病が、若い

人にも広まっていることに関し

て、考えられる原因として、食生

活の変化、運動不足など意見を出

し合う。中でも、清涼飲料水が悪

影響を与えているということに

気がつく。 



 
 
対話と思考（対話を通した協働的な問題解決のプロセス） 

対話の方法 

【となりの人と確認】全身を流れる血液の総量と、既習事項である健常者の血糖濃度から、全血液中のグ

ルコースペットシュガー(５ｇ)何本分か計算し、となりの席の人に計算の過程を説明する。 

【班による話し合い】健常者と糖尿病患者の食事前後の血糖量とインスリン分泌量のグラフに基づき、糖

尿病の原因について、班で意見を出し合う。 

【班による話し合い】若年性の急性糖尿病が増えていることについて、その原因について班で意見を出し

合う。 

【班による話し合い】固形の食べ物以上に、清涼飲料水に含まれる糖分の血糖値を急激に上昇させる理由

を班で話し合う。 

 

プロセス 

・若年性糖尿病の原因：生徒は原因として食べ過ぎ、間食、運動不足などをあげる。清涼飲料水が出て

こない場合は、ペットボトル症という用語、コーラやスポーツドリンクの実物を提示し話し合いを続

けさせる。 

 

学習の成果（予想される生徒のあらわれ）  
・材料Ａから既習事項の値を組み合わせて、科学的な計算が的確にできるようになる。 

・材料Ｂのグラフから分かる２つのタイプの糖尿病の特徴を、既習事項であるインスリンによる血糖値低

下のしくみと照らし合わせることで、知識としてもより定着する。 

・材料Ｃに基づく意見交換を通して、糖尿病が成人病であり若い自分たちに無関係であるという漠然とし

た認識から脱却する。 

・若年性糖尿病の大きな原因の１つが清涼飲料水の飲み過ぎであることに気がつく。 

・話し合いの場を設けて意見を出し合うことで、積極的に自分の考えを他者に伝える姿勢と、論理的に説 

明する能力が身につく。 

 

育成すべき資質・能力の三つの柱から上記のあらわれを評価するための視点 

①知識・技能 

・材料Ａに基づき、全身を流れている血液中のグルコースの総量を正し

く計算することができる。 

・Ⅰ型、Ⅱ型糖尿病について、それぞれの原因をインスリンのはたらく 

しくみと関連づけて正確に理解している。 

・糖尿病を予防するためには、どのようなことに気をつけるべきか理解

している。 

 

②思考力・判断力・表現力 

・材料Ｂのグラフから、２つのタイプの糖尿病がそれぞれ、既習事項で

ある血糖量を低下させるシステムのどの部分に異常をきたしている

のかを考えることができる。 

・グラフから考えられることを、論理的に説明することができる。 

・固形物に比べ、清涼飲料水に含まれる糖分の方が急激な血糖値の上昇

を引き起こす理由を説明することが出来る。 
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③主体性・学びに向かう力 
協働性など 

・班で話し合うなかで、積極的に自分の意見を出すとともに、新しい考

えを生み出すきっかけとするために、他の班員の意見をしっかりと聞

いている。 

・生活習慣病としての糖尿病の原因を理解し、自分の生活を見つめ直し

て、将来にわたって健康的な生活を行うように努めようとする。 

・糖尿病以外の生活習慣病にも興味を持ち、予防に努める意欲を持つ。 

 

 



授業実践振り返りシート（授業前後） 
授業開始直後と授業終了時の学習課題に対する考え（あらわれ）を比較・分析することで、生徒の

学習状況を把握し、授業設計診断４項目の視点に立って授業設計を見直す。 

 授業開始直後の学習課題に対する考え 授業終了時の学習課題に対する考え 

Ａさん 糖尿病はインスリンの分泌不足という認識しか持っ

ていなかった。太っている人の病気・・・食生活が

乱れた人の病気と感じていた。 

糖尿病には２つのタイプがあり、インスリンが分泌

されているのに糖尿病になることもある。なかには、

普段の食生活は問題ないが、重い病気にかかってし

まったことで、運悪く糖尿病になることもあると知

った。 

Ｂさん 

 

糖尿病は成人の病気なので今の自分たちには関係な

い、大人になったら気をつけようと考えていた。 

若年性の糖尿病にならないように、食生活に気を配

ろうと考えた。（後日談：授業以後、炭酸飲料を飲

む頻度を減らしました。） 

Ｃさん 

 

炭酸飲料は大量の糖分を含んでいることは知ってい

たが、スポーツドリンクは、健康によい飲み物とい

う感覚しか持っていなかった。 

スポーツドリンクも、相当の糖分を含んでいること

を知り、水代わりに飲むのはよくないと思った。ス

ポーツをしているとき、大量に汗をかいたときに飲

むべきものだと、話し合いにより分かった。 

Ｄさん 糖尿病は食べ過ぎなどが大きな要因であることは知

っていたが、固形の食べ物しか思い浮かばなかった。 

ジュースが、固形の食べ物以上に、急激な血糖値の

上昇を引き起こす理由がよく分かり、気をつけたい

と思った。 

 

授業設計の振り返り 

解決したい 

課題や問い 

糖尿病に関する知識を単に習得させるのではなく、若年性の糖尿病を取り上げ、将

来にわたって糖尿病にならないために、どのようなことに気を配っていく必要があ

るか考えさせた。授業終了時の生徒の考えをみると、おおむね目標は達成できたも

のと思う。 

考えるための材料 

・ペットシュガー、コーラ、スポーツドリンクなど、実物として提示した材料は適

していたと思う。特に、スポーツドリンクは、むしろ体に良いと感じている生徒

が多かったので、材料として提示したのは良かった。 

・糖尿病には２つのタイプがあるということを考えさせるためのグラフは、ほぼ答

えが与えられている状態での提示となってしまった。 

対話と思考 

・テーマを与えれば、十分に意見を出し合うことができると感じた。ただし、科学

的なことに興味を持つ理系の授業集団であったため上手くいったのかもしれな

い。理科に対する関心のあまり高くない集団(文系クラス)で、どれだけ活発に話

し合うことが出来るかが今後の課題である。 

学習の成果 

・多くの生徒が糖尿病は他人事と考えていたが、身近なところに原因があり、気を

つけなければ自分たちもなる可能性があると感じてくれたので、学習の成果はあ

ったと考える。 

 

出典： 


